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と
い
よ
ー
は
的
ど
科
目
却
に
れ
れ
た
さ
庁
つ
つ
、
し
か
も
同
時
に
細
川
ん
二
U
教
科
内
符
を
量
か
な
も
の
」

rる
助
け
と
た
っ
て
い
る
す

法
学
部
卒
業
干
の
？
以
律
専
門
識
へ
の
出

マ
牛
が
法
学
上
口
勺
t
Z
4

収
得
す
る
乙
以
来
中
／
）
な
れ

J

、
法
律
家
と
な
る
た
め
に
主
主
前
後
の
大
変
長
い

五
位
初
期
を
一
慌
の
る
い
一
〆
：

J

z司
るま

ず
初
め
ピ
、
官
業
生
は
「
計
課
士
宮
ヘ
溜
牛
耐
付
加
へ
り
緑
川
津
「
～
い
り
丸
山
君
主
王
さ

HW小
ご
三
三
－
2
H
W
T
1
2
2
4】
、
長
訳

J

育
i

へ向、
d
k
と吋ごと
zhhN川口、足、と

ト

ド

、

＼

l

へ
の
号
載
を
い
中
小
め
な
け
れ
ば
な
ム
な
い
が
、
こ
れ
は
地
方
裁
斗
一
川
ML轄
ス
ル
ご
と
に
設
問
さ

r、
～ ' ～ れ

て
い
る
専
門
職
業
司
法
体
で
あ
る
ー
弁
一
薄
日
常
夫
符
ノ
詰
e

r
＝，FLJ号
、
民
一

Jr会
52h

N
F
h可

rL
よ
り
保
這
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戸、

さ
、
れ
て
い
る

v

そ
の
尚
与
か

b
羊
丘
一
以
牛
は

「
ハ
ん
護
上
交
問
川
生

（伊司山．

1
E
H
2
2
2
2
P
E
P－
茂
一
点
‘

2hKM＼

2vEm九

割1

彼
・
彼
女
の
弁
護
上
実
習
期
司
（
川
辺
‘
一

w
E
5
F
3
5
、
り
又
沢
－

T
3
5
Z
2
5
2
7－Y
開
始
す
る
ロ
な
お
、
こ
の
弁
円
滑
j
i－習

ば
一
九
九
八
一
い
九
四
月

fv日
rk
ハ
何
千
州
大
統
ぬ
ん
V
第

（
い
〉
号
の
M
f
t
に
か
か
る
。

、
」
心
主
投
L
上
下
手
一
割
以
内
は
少
な
く
、
、
J
u
d

↑
寸
持
続
か
ね
ば
な
ら
な
い
n

弁
詫
i
i人
釘
の
問
、
弁
護
ー
仁
実
出
自
l
は
弁
護
i
に一
d

る
駐
営

の
も
こ
で
法
作
乍
務
所
に
刻
一
務
し
、
そ
の
雫

Mqkが
行
う
活
動
12
へ
て
に
ふ
ψ

加
し
な
け
ー
れ
ば
な
ら
な
し

と
り
わ
け
、
弁
認

l
叫
ん
ヴ
作
は

l
山出子

γど
に
少
一
ぱ
く
と
も

午
前
で
は
給

π
八一
r
J

日
山
）
官
補
助
す
る
よ
う
求

ハ
）
凶
の
法
廷
容
坪

め
ら
れ
る
わ

弁
護

：五
山

｛主
ヨz

岳
理
主
ハ
川
知
I

ぬ
る
い
は
故
判
外
心
五
書
士

ι一本
L
、

年
度
が
一
同
い
い
い
的
論
点

ー
ピ
熔
決
す
る
こ
と
が
ぶ
め
ら
れ
る
I
7
2示
下
件

C
扱
い
吉
山
間
肋

r
Qょ
う
ぶ
め
ら
如
る

J

弁
護

t
実
習
バ
ー
が
行
う
活
動
は
、
波
打
一
心
、
伝

的
職
務
決
行
主
汁
州
咽
に
記
録
ず
る
ら
j

め
の
早
川
了
二
芹
き
恨
め
ら
れ
、

ネ十湖、一

2
に
弁
刊
夜
士
会
～
い
よ
う

一リ
t
L
U

こ、

I
H）

ー

弁
護
i
実
色
川
ー
は

江
い
止
同
一
同
）
一
地
ム
ノ
ニ
ー
」
日
ず
で
き
る

J

一
日
位
却
の
川
十
八
な
つ
に
げ
J

校
二

一
パ
謀
長
成
予
攻

、州問
d
E
F
F
d
c
r
h
C
2コ
ヰ
、
共
訳
－

E
5
5
三～

sbL

こ
れ
は
粍
弁
一
議
会
に
千
三
一
仁
設
定
可
保
な

有
門
家
養
成
長
？
校
で
あ
る
、
仕
お
、
弁
議
？
：
＋
作
成
時
J

刊
行
拶
っ
こ
し
r
は
弁
一
日
目
石
川
目
な
ま
と
め
る
こ
と
戸

つ
の
み
で
、
弁
一
掃
ふ
戸
天

相
」
を
’
K
梓一
j

る
も
の
で
は
ヨ
い
υ

作
戸
内
い
布
川
J

杭
対
象
山
J

「
学
校
伊
認
－

F
一戸
CFLM
抗日
w
m
2
2
一S
E
C
H戸内山
E

F

英
訳

治
、
ω

。
え
も
こ
｝

可、

年
刊
の
引
同
校
ゃ
あ
れ

巾
寸
吋
課
程
修

f
喜
一

F
話
豆
七
日

2
E
L
モ
3乙
5
5
2戸
内
、
長
試

さ
こ
「
主
、
守
主
ト
～
）

の
取
中
勺
か
ォ
，
能
1
L
Jげ
弘
司
令

c

こ
れ
か

さ
し
↓
め
た
っ
て
は
弓
法
官
に
な
る

ヘ
斗
法
44
王
ャ
リ
γ

に
人
る
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日
る
止
め
に
必
要
な
資
仲
間
で
あ
る
専
門
誌
月
終
了
実
は
ま
た
、
弁
諜
？
？
妥
当
二
介
阿
の
う
ち
年
制
分
と
同
情
り
で
あ
わ

円
ぞ
う
i
、
わ

り
と
な
り
う
る

こ
れ
は
す
斗
寺
山
上
君
、
沼
間
刑
判
を

午
潤
と
す
る
南
則
の
内
外
こ
な
る
で
～
方
議
上
実
剥
円
の
初
ー
を
終
、
え
る
〆
｝
、
J

万一点

士
実
相
」
汁
ー
は
弁
議
i
会
に
対
L
て
、
ハ
か
円
け
を
越
え
な
い
賜
判
示
対
な
「
弁
定
資
格
ィ
ヰ
叫
ヘ
川
川
担
問

4

へ

Z
5
2
3
2
2
L

」
之
上
字
、
問
中
が
訴
訟
代
迅
・
心
い
’
設
け
資
格
を
有
計
二
Q
U
日んで不

γ）

の
取
お
や
求
め
る
こ
」
け
ん

rcき
る
ハ
こ
の
期
間
に
お
い
て
わ
一
市
i
実

留
守
は
限
定
さ
れ
ー
～
誌
配
下
絞
寺
に
お
い
て
の
み
＃
設
な
ノ
J
U
2
戸
、
が
訟
u
y
／
ら
れ
γ

切
り
問
え
ば
、
民
事
事
科
に
お
い
亡
は
、
悦

Jん不
JU

産
に
渇
す
る
訴
ー
が
で
丸
山
っ
て
も
約

4
、
八
ハ
）
ヘ
ゴ
ム

l
ロ
hv一
超
え
な
い
仙
恕
ケ
↓
汁
伝
記
1

ご
す
る
も
の
に
浪
ら
れ
、
犯
罪
（
刑
事
）
事
件
に

お

w

て
は
、
長
十
へ
均
一
午
前

c
h
V
7
G
m
罪
に
関
わ
る
戸
市
一
訟
に
限
、
九
一
れ
ご
w

るー

こ
の
一
午
聞
の
弁
護
上
実
習
で
終
え
る
と
、
弁
護
上
実
店
」
牛
は
公
的
な
弁
者
l
h叫
棋
を
一
交
挨
「
る
た
め
に
必
要
人
々
一
実
容
終
了
軍
司

一竹

下了

「
伊
江
口
内

2
5
2
5《
r
g
E℃
E
E
七

E
F
の
ど
一
を
弁
A
F
M
仁
会
－
mM
ら
取
引
す
る
権
利
ー
で
有
す
る

F

公
的
な
ム
パ
産

l
試
験
は
筆
記
1
4
い
道
心
一
帯
か
ら
ほ
る

J

竿
一
記
試
験
U
U
』

に

佼

l
一
月
三
行
わ
れ
る
が
、

令
部
で
一
極
伊
、
り
な
り
、

イタ，，アこ＂＂ t「る寸「門主治（，JコJ自

え
平
山
川
町
院
に
l

刈
寸
る
廿
ん
ど
ん
れ
れ
成
と
明
川
市
弔
問
践
に
対
す
る
品
八
円
支
刊
成
が
存
店
、
足
以
判
出
・
行
政
法
か
ら
分
対
七
一
つ
一
選
ん
で
の
チ
ト
叶

訟
書
類
刊
止
が

思
で
あ
る
）

受
験
者
！
？
挙
記
式
駄
に
合
同
杓
ず
る
べ
山
試
験
を
受
け
る
こ
J

が
占
さ
れ
る
（

一
連
試
験
ば

民
法
‘
商
法
・
労
働
法

刑
法
・
税
法
・
図
れ
川
件
7
d
’
亡
ッ
パ
作
・
款
ム
立
法
・
民
事
訴
訟
法
・
川
事
泌
訟
法
の
）

一
分
引
か
ら
受
験
話
予
選
ぶ
五
つ
の
分
針

（
そ
の
引
で
民
事

J

沿
っ
師
法
あ
る
い
は
川
市
タ
訴
訟
法
子
一
つ
は
必
須
）
に
閉
し
て
法
的
江
開
設
を
論
ず
る
も
の
で
あ
る

J

まん
J

一
芸
験
者
は

斗
ヘ
刀
が
法
廷
の
規
則
ゃ
れ
町
市
北
士
の
権
利
義
務
JDTFh
っ
て
い
る
こ
乙
を
不
3
ね
ば
な
ら
な
い
口

こ
の
公
的
式
吹
は

（
会
話
C

役
訴
淀
管
轄
Jλ

い
し
こ

試
欣
妥
門
は
ん
ム
は
ん
軒
並
の
い
古
い
A

十一迂上、

2
八
人
山
干
の
常
勤
投

ノ、
ご〉

校
、
司
法
官
で
裕
氏
さ
れ
る
し

ヘハ汁
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戸、

ι「
は
こ
り
の
悶
午
に
対
ま
つ
介
制
度
で
あ
り
、
こ
れ
は
試
験
の
公
京
五
腕
に
お

d

め
、
選
依
を
よ
り
取
仲
間
に
「
る
L

ぺ
め
に
い
ιめ
つ
れ

ど

り

O
J
t
〕
月
八
日
法
第
八
日
り
の
規
定
に
か
か
る
制
浅
で
あ
る
が
、
等
記
試
験
答
案
の
ほ
白
山
川
、
入
管
轄
区
の
妥
員
会
か

割1

ら
仕
出
さ
れ
た
委
員
会
で
、
且
つ
交
験
者
の
管
轄
区
乙
は
異
な
っ
た
い
の
↓
入
久
司
会
に
。
っ
て
じ
わ
上
れ
る

し
か
し
、
厳
成
川
選
伐
と
い
う

円
前

D
Hは
未
た
達
成
さ
’
れ
て
い
は
い
よ
「
に
ぷ
え
る
、

U

そ
れ
に
対
し
て
、
準
記
試
朕
t

之
rp伯
し
一
～
受
欧
青
山
υ
い
主
試
験
は
売
時
一
軒
が
属
「
る
管
轄
ほ
ー
の
試
朕
去
］
司
会
に
よ
っ
て
不
わ
れ
る

U

j
j
f
；一、、！、

n
u
u
L」
f

ケ「ニ一肌
p
f

イ
タ
り
γ

L
お
け
る
犯
の

（丈
J
j
同
一
円
の
）
い
伴
専
門
職
は
叶
訟
守
ハ
一
と
公
一
吐
人
で
あ
ノ
U
Jご
の
い
ず
れ
に
お
い
て
も
、

そ
の
駄
L

枕

く
た
め
に
は
公
的
な
ぷ
設
が
必
敗
亡
為
る

引
け
山
、
。
刊
、
バ
一
れ
に
よ
た
る
た
め
の
公
的
な
試
験
は
宇
部
か
ら
な
る
υ

初
め
に
待
「
刊
す
べ
き
こ
と
は

北
札
八
一

λ
凡
ん
千
平
以
降

に
人
学
に
へ
守
し
た
均
J
Mー
に
つ
い
仁
は

専
門
訴
か
I

修

f
一
と
を
収
刊
日
し
ー
に
b

の
で
け
が
受
験
資
格
を
心
す
る
2
い
＋
こ
と
f
、
め
る
ハ

この
J

年
士
さ
は

出
u

門
誌
匹
修
了
証

の
ん
凡
担
に
い
よ
コ

L
は

（
後
淫
の
〕
筆
記
試
験
と
同
じ
分
野
に
つ
き
山

及
び
弁
護
資
山
町
民

題
さ
れ
る
各
校
選
択
試
験
で
あ
る
予
備
試
験
の
免
除
日
小
計
さ
れ
る
だ
け
い
す
戸
な
か
っ
た

ν

笠
十
記
試
験
は
、

民
法
、

日ょっ

7
4
1
7
u
t

i

：J
1

3

1

1

ン
1
7

関－
7
る
そ
れ
ぞ
れ
一
一
つ
の
議
文
試
験
か
り
な
叱
口
述
試
験
は
、
民
作
、

？
？
状
、
川
法
、
民
事
・
刊
事
訴
訟
法
、
行
政
弘
、
憲
法
、

税
法
、
労
働
リ

γ
社
会
以
降
法

ゴ
ー
口
ン
パ
法
・
回
際
渋
に
閑
F
J
4
0
討
す
叫
に
あ
る
υ

池ト
H

リ
セ
、
公
副
入
試
艇
は
さ
ら

。
（
｛
ノ
六
年
同
月
四
目
安
打
げ
件
、
令
弟
ハ
ハ
与
（
二
ハ
〉
C
ムハムー五口
υ

日
一
口
減
川
市

に
よ
っ
て
次
の
こ
と
が
ら
が
手
入
3
れ
丈
。
つ
ま
り
、
抱
川
崎
の
公
一
副
人
会
へ
む
f
四

C
E丘
町
三

C
Z
5
5
7
ν
、

民
訳
φ

（

J
d
2
5
寺
内
ミ

目
、
、
〆
」
1
」

公
出
入
宇
務
所
に
お
一
じ
る

の
も
と
に
あ
る
完
宵
生
を
河
川
簿
へ
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八
ヶ
月
の
長
」
」
別
刷
川
町
義
務
y

）
て
混
と
す
る
一
一
と
ご
あ
る
「

公
計
人
養
成
を
汁
象
と
す
る
学
校

」
叶
去
士
、

l
t
l
 

ム
山
．
日
2crd内一戸

7
2
5
E
C、

及
び

1

作
作
専
門
杭
対
象
山
廿
刊

J
パ

γ
…内

L
）

υ日
制

e

込
7／

f
E〈
F
4
h
F
ごと
J
J

む
の
版
停
を
義
務
ぐ
は
し
て

、
仁
、
。
ノ
ソ
／
、

l
v
T
九三

l
i
v

－－、ふ
h
H

？ー、

戸
一
れ
ら
の
，
Y
い
叫
ん
は
克
分
な
刊
し
怖
を
行
う
た
め
に
大
変
夜
以
で
あ
る

J

実
何
判
明
初
会
一
終
え
る
と
、
実
刊
行
中
は
試
験
ゃ
れ
又
け
る
こ
午
れ
り
と
き
る
n

司
法
許
試
朕
」
け
は
品
、
公
証
人
誌
駁
に
つ

ργ

は
、
主
ず
長

木
前
泳
法
釘
古
川
の
素
存
一
を
充
分
二
【
ね
た
者
の
み
を
半
日
一
ω
試
験
日
対
象
乙
「
司
令
に
め
～
に
予
備
選
抜
試
験
日
あ
γ

句
。
受
験
中
β

子
備
選
抜
に

合
約
す
る
と
、
そ
の
者
は
一
つ
の
宍
な
〈
た
坪
古
川
H
H
1
ん
務
分
貯
に
ぺ
い
と
の
平
司
式
総
主
交
付
る
こ
と
が
詐
さ
れ
ξ
が

そ
の

暗記↓一μ

帝
国
に
民
ず
る
よ
υ
の

つ
は
牛
存
者
射
で
結
ば
れ
る
す
内

を

の

つ

に
涜
わ
る
？
も
の
て
な
け
れ
ば
な
ら
な
レ

J

こトーにヘ
L
3

J
ト
l
i

－

る
も
の
て
あ
？
竺
各
一
記
誌
、
棋
に
合
格
し
た
受
放
生
は
口
爪
試
惇
党
殺
を

A
き
れ
る
か
、

と
れ
ば
以
h
i
m
u
品
J

叫
ん
辞
に
か
ん
す
る
一
つ
心
集

Jよ

可
ふ
じ
・
～
内
法
及
び
f
I
口
弘
十
字
作
手
続

公
－
証
人
職
治
投
ひ
公
i
武
吉
に
山
出
す
る
法
制
度
認
知
丈
、
同

つ古
cnvJ

世主I

説
務
に
川
内
わ
る
諸
規
定
日
二
一
二
れ
で
あ
る
υ

イタ，，アこ＂＂ t「る寸「門主治（，JコJ自

（
－
一
「
「
べ
、
の
vk
一
九
八
ば
川
一
事
昔
吋
刀
汁
番
目

t
っ
て
、
刈
人
f
寸

A
v
条
件
下
己
、
白
半
日
式
市
二
者
た
る
裁
判
’
い
の
U
古
じ
汗
わ
れ
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